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【2004岩倉の風景●憧れの選手を間近に～キューバ交流野球教室～】 

���	

　７月１０日、愛・地球博の一市町村一国フレンドシップ

事業の相手国、キューバ共和国との交流を深めること

を目的に、キューバ交流野球教室が総合体育文化セン

ターで開かれ、小・中学生１９２人がキューバ出身の中

日ドラゴンズ選手オマール・リナレスさんと以前中日ド

ラゴンズで活躍した大豊泰昭さん、新宅洋さん、稲葉

光雄さんの指導を受けました。  

　リナレスさんは、中学生のトスバッティングで、熱心

にアドバイスを与えていました。 

　教室が終わると、サインを求めて子どもたちの長い

列ができましたが、一人一人に丁寧にこたえ、握手を

交わしていました。 
たいほうやすあき しんたくひろし いな  ば  

みつ  お 

市の木／くすのき 



悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

市政の窓 �

岩倉市防災訓練にご参加 
ください �

暮らしのガイド ��

��

基本健康診査・住民検診・歯科健康診査…６ 
脳検査・脳ドックの申し込みを受け付けます…７ 
（仮称）生涯学習センターの市民説明会を 
開催します　　　　　　　 　　…７ 
第２８回市民芸術劇場キューバ音楽で綴る 
「ペドロ＆カプリシャス」　　　　　  …８ 
愛知県少年少女合唱連盟合唱フェスティバル…８ 
岩倉市ジュニアオーケストラ定期演奏会…８ 
男女共同参画推進事業の実行委員を 
募集します　　 　　　　　　　…８ 
消防署を開放します　　 　　　…９ 
親子チャレンジ教室「こけ玉作り」 …９ 
教育講演会　　　　  　　　　 …９  
平成１６年度介護保険料の本徴収が 
始まります　　　 　　　　　　…１０ 
ご存知ですか古紙と古着の日 　…１１ 
不要品の提供にご協力ください  …１１ 
お知らせします市民の声 　　　…１２ 
スポーツ教室参加募集（秋期）　…１４ 

募集 
ソフトボール教室参加者 
介護保険訪問調査員（保健師・看護師） 
「地域子ども教室」指導員 

��

催し ��

岩倉ゆうわ会作品展 
愛のコンサート～児玉たまみ愛を歌う～ 

��手続き 
児童扶養手当などの現況届・所得状況届を 
お忘れなく 
私立幼稚園入園案内 

��講座・教室 
９月のトレーニング指導 
１０月のトレーニング講習会 

相談・その他 ��

献血にご協力を 
海外では蚊に注意してください 
児童相談 
家庭でも電気の安全点検を 
無料調停相談会 
市民相談　 
指名競争入札結果　　　　　　　　　 

9月の保健センター案内 

��

～暑い夏…缶ジュースやペットボトル飲料に 
お世話になっていませんか～ 

岩倉総合高校野球部が成績報告・岩 
倉市山車夏まつり（宵まつり）・自然生 
態園夜間観察会 

フォトニュース 

��みんなでつなげるエコアクション 

裏表紙 花ごよみ 
～盂蘭盆会　迎え火・送り火～ 

う　　  ら　   ぼん　   え 

くろ  き  ゆう  た 

ふかがわゆう 

き 

くろ  き    な   つ　み 

たかなみ 

ま　ほ 

つづ 

▲７月２８日、第１回愛知県小

学生学年別柔道大会で優勝した

黒木佑匡くん（写真左）、高浪

真歩さん（写真中央）、深川憂

希さん（写真右から2人目）、

黒木七都美さん（写真右）の４

人が、市長に報告を行いました。 

木造住宅の無料耐震診断・耐震補強 
工事に補助します　　　 　　　…5
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（約４５秒） 

（約１５秒） 

サ イ レ ン  

び 

（日） 

　
日
本
は
地
震
国
、
ど
こ
で
地
震
が
起
こ
っ
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
の
経
験
の
少
な

い
地
域
も
、
い
つ
、
ど
ん
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
る
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
万
一
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
各
防
災
機
関
は
全
力
を
あ
げ
て
防
災
活
動
を

行
い
ま
す
が
、
電
話
が
不
通
に
な
っ
た
り
、
火
災

が
複
数
の
場
所
で
同
時
に
お
き
た
り
、
水
道
管
が

破
損
し
た
り
す
る
な
ど
、
悪
条
件
が
重
な
る
と
、

復
旧
の
た
め
の
関
係
機
関
の
活
動
能
力
が
著
し
く

低
下
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
限
り
防
止
し
、
軽

減
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
の
自
主
的
な
防
災
活
動
や
、
普
段
か
ら
の
心

構
え
が
必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
実
際
に
防
災
活
動
を
行
う
場
合
、
各
自

が
ば
ら
ば
ら
に
行
動
し
て
い
て
は
、
効
果
も
あ
ま

り
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
協
力
し
、
組
織

的
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
効
果
が

発
揮
さ
れ
、
被
害
を
小
さ
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
大
地
震
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
を
予
測
し
た
訓
練
を
積
み
重
ね
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
　 

　
岩
倉
市
で
は
８
月
２９
日
　
に
五
条
川
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
メ
ー
ン
会
場
）
と
各
小
学
校
（
メ
ー

ン
会
場
以
外
の
４
小
学
校
は
市
職
員
）
で
防
災
訓

練
を
行
い
ま
す
。 

　
今
年
の
訓
練
は
、
東
海
地
震
、
東
南
海
・
南
海

地
震
の
２
つ
の
地
震
災
害
を
想
定
し
て
実
施
し
ま

す
。
災
害
発
生
前
は
、
予
知
が
可
能
な
東
海
地
震

に
関
し
て
、
東
海
地
震
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
、

地
震
応
急
対
策
活
動
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
東
海

地
震
予
知
情
報
が
発
表
さ
れ
警
戒
宣
言
が
発
令
さ

れ
ま
す
。 

　
東
海
地
方
に
東
南
海
・
南
海
地
震
が
発
生
し
、

市
内
は
震
度
５
強
で
、
家
屋
の
倒
壊
・
火
災
が
発

生
す
る
と
と
も
に
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
を
は
じ
め

と
す
る
各
施
設
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
と
い

う
想
定
で
す
。
こ
の
訓
練
は
、
３６
団
体
が
参
加
し

て
行
う
大
規
模
な
総
合
訓
練
で
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

●と　き　８月２９日（日） 

　　　　　午前８時（東海地震予知情 

　　　　　報・警戒宣言発令）　 

●ところ　五条川小学校グラウンド 

●問合先　消防本部総務課予防防災係 

　　　　　（☎３７ー５３３３内線２ 

　　　　　２２）まで。 

岩倉市防災訓練に 
　　 ご参加ください 

訓練当日サイレンを鳴らします 
　岩倉市では、防災訓練の８月２９日（日）
午前８時２０分ごろにサイレンを鳴らします。
火災と間違えないように注意してください。
当日は、３回吹鳴します。 

地震防災信号 
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６６―４３１４ 
６６―３１８１ 
６６―３３０９ 
３７―６８１５ 
 
 
３７―３８３２ 

五条川小学校 
井上会館 
八剱会館 
石仏会館 
神野会館 

神野町郷浦１８ 
井上町東畑田１５６―１ 
八剱町郷８１－１ 
石仏町中屋敷５９７―１ 
神野町平久田４１ 

６６―３１２５ 

災　害　避　難　場　所 
学校下 名　称 所在地 電　話 

五条川小学校下 

東小学校下 岩倉東小学校 
東新町公会堂 
第五児童館 

東町掛目１ 
東新町釜之口１―１ 
東新町南江向２４―５ 

６６―２３１１ 
 
６６―０８１７ 

北小学校下 岩倉市役所 
岩倉北小学校 
岩倉中学校 
総合体育文化センター 
中部保育園 
老人憩いの家 
ふれあいセンター 
地域交流センター（くすのきの家） 
中野会館 
東町会館 
大上市場会館 
泉会館 
JA愛知北岩倉支店 

栄町１―６６ 
本町南新溝廻間２ 
西市町竹之宮２４ 
鈴井町下新田１２３ 
本町畑中６５ 
東町東市場屋敷２０１ 
西市町無量寺２－１ 
中本町西出口１５－１ 
東町馬出５８－２ 
東町東市場屋敷３５１－１ 
宮前町１―２ 
泉町西新溝廻間１－７ 
本町神明西１１ 

６６―１１１１ 
３７―１２２１ 
３７―１２０８ 
６６―２２２２ 
３７―０４１６ 
３７―３８３４ 
３７―３１３５ 
３８―１１０６ 
 
 
 
 
３７―３１１１ 

南小学校下 岩倉南小学校 
岩倉総合高等学校 
希望の家 
南部老人憩いの家 
公民館 
保健センター 
地域交流センター（みどりの家） 
野寄町公会堂 
川井町公会堂 
北島町公会堂 

大地町小森９３－１ 
北島町川田７００ 
川井町江崎３８１９－１ 
大地町郷前３２ 
昭和町２―１７ 
旭町１―２０ 
中央町２―２０ 
野寄町屋敷９２２ 
川井町井上１３０８ 
北島町宮東１２９７ 

６６―１００８ 
３７―４１４１ 
３７―４１９１ 
３７―０４９７ 
３７―０２５７ 
３７―３５１１ 
６６―６７００ 

曽野小学校下 曽野小学校 
南部中学校 
下寺保育園 
第四児童館 
大市場町公会堂 
曽野町公会堂 
第三児童館 

曽野町井森１ 
曽野町江毛１ 
下本町下寺廻１０７－１ 
稲荷町羽根２４－３ 
大市場町郷廻１８４－３ 
曽野町宮前１ 
下本町下市場２７  

地
震
に
備
え
て 

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１５
年
１２
月
１７
日
に
、
東
南

海
・
南
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
地
震
災
害
に
対
す
る
危

機
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
各
小
学
校
区
を

単
位
と
し
て
防
災
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
地
区
で
の
初
期
消
火
、
軽
可
搬
動
力
消
防

ポ
ン
プ
の
取
扱
い
や
放
水
訓
練
、
起
震
車
に
よ
る

地
震
体
験
な
ど
の
各
種
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
各
地
区
で
の
消
火
訓
練
の
際
に
持
参
し
て
い
た

だ
い
た
消
火
器
の
消
火
薬
剤
の
詰
め
替
え
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。
転
入
世
帯
者
に
は
非
常
持
出

袋
を
配
布
す
る
な
ど
地
域
の
防
災
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
震
対
策
と
し
て
地
震
計
を
消
防
庁
舎

敷
地
内
に
設
置
し
、
計
測
し
た
震
度
情
報
を
名
古

屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
時
の
広
域
的
な
支
援
対 

策
と
し
て
、
防
災
拠
点
で
あ
る
市
役
所
（
２９
― 

０
）
・
岩
倉
北
小
学
校
（
２９
―
１
）
・
岩
倉
東
小

学
校
（
２９
―
２
）
の
屋
上
に
番
号
を
表
示
す
る
な

ど
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

確
認
し
て
く
だ
さ
い
皆
さ
ん
の
避
難
場
所 

　
岩
倉
市
で
は
、
３８
か
所
の
避
難
場
所
を
指
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
避
難
場
所
は
、
災
害
時
に
は
正

確
な
情
報
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
台
風
や
各
種
警 

報
な
ど
が
発
令
さ
れ
て
災
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
、
災
害
対
策
本
部
を
市
役
所
に
設
置
し
、

施
設
を
開
放
し
ま
す
。 

　
ま
た
避
難
命
令
が
出
た
場
合
は
、
皆
さ
ん
の
避 

難
場
所
と
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
場
所
を
確
認

し
て
、
い
ざ
と
い
う
場
合
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

●
連
絡
先
　
市
役
所
（
☎
６
６
―
１
１
１
１
）
ま

た
は
、
消
防
署
（
☎
３
７
―
５
３
３
３
）
ま
で
。 
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　愛知県営水道は、岩倉市へ水道水を供給しています。 

　大規模地震が発生した場合でも家庭まで必要な水道水を早急

に給水できるようにするため、岩倉市との連携により施設の整

備を行っています。 

　県営水道送水管の空気弁を使用して、避難場所へ仮設給水す

るための「応急給水支援設備」を平成１５年度から順次設置して

います。また、県営水道の送水管と岩倉市の基幹配水管を接続

し、被災時に県営水道から直接給水するための「支援連絡管」

を平成１７年度に設置します。 

　県営水道は、大規模地震で被災した場合でも早期に平常どお

り給水ができるように施設整備するとともに、防災体制を強化

していきます。 

★愛知県営水道のホームページ 

http://www.pref.aichi.jp/suido/  

●問合先　愛知県尾張水道事務所配水課（☎０５８６―４５―

１１７０）まで。  

家
庭
の
防
災
対
策
を
点
検
し
ま
し
ょ
う 

　
大
地
震
が
起
き
た
と
き
、
大
切
な
命
や
財
産
を

守
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
危
機
管
理
が
大
切
で

す
。
一
人
一
人
が
地
震
に
対
す
る
意
識
と
知
識
を

も
ち
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

ふ
だ
ん
の
備
え
を
再
点
検
し
ま
し
ょ
う
。 

●
家
具
の
転
倒
防
止
を
し
て
い
る
か 

　
本
棚
や
た
ん
す
な
ど
の
家
具
は
転
倒
し
な
い
よ

う
、
Ｌ
字
型
金
具
な
ど
を
使
っ
て
し
っ
か
り
留
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
食
器
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス
に
は
、

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
寝
て
い
る
と
き
に
棚
が
倒
れ
て
き

た
り
、
上
に
置
い
た
も
の
が
落
ち
て
き
た
り
し
な

い
よ
う
、
家
具
の
配
置
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。 

●
「
非
常
持
出
袋
」
を
備
え
て
い
る
か 

　
い
ざ
と

い
う
と
き

に
備
え
、

避
難
生
活

に
必
要
と

な
る
も
の

を
す
ぐ
に

持
ち
出
せ

る
よ
う
、

一
つ
に
ま

と
め
て
お

き
ま
し
ょ

う
。 

       

　
岩
倉
市
は
、
平
成
１５
年
１２
月
１７
日
に
、東
南
海
・

南
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
、
大
き
な
被
害
が

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
防
災
対
策
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
地
域
と
し
て
「
地
震
防
災
対
策
推
進

地
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

亡
く
な
っ
た
人
の
８
割
以
上
が
建
物
の
倒
壊
に
よ

る
圧
迫
死
や
窒
息
死
で
し
た
。
特
に
昭
和
５６
年
以

前
の
旧
建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
に
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。 

　
地
震
で
尊
い
命
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
住
宅
の

耐
震
診
断
を
受
け
わ
が
家
の
耐
震
性
を
知
り
、
耐

震
補
強
を
す
る
な
ど
必
要
な
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断 

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
建
築
物 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨
造
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象
外
） 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、 

木
質
パ
ネ
ル
構
法
な
ど
は
対
象
外
） 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長
屋
、
共

同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象
外
で
す
） 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
に
用
意
し
て
あ
る
簡
易
耐

震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自
己
診
断
を
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者 

※
今
年
度
に
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
補
助 

　
市
で
は
、
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の

危
険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
（
昭
和
５６

年
以
前
の
旧
建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住 

宅
）
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、

耐
震
補
強
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
　
　 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
建
築
物 

①
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
に
お
い
て
、
総

合
判
定
が
０
・
７
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

総
合
判
定
を
１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事 

②
　
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
住

宅
耐
震
（
現
地
）
診
断
に
お
い
て
、
得
点
が
６０
点

未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
総
合
判
定
を
１
・

０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
（
た
だ
し
、
耐
震

改
修
工
事
以
外
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
） 

●
補
助
の
金
額
　
１
棟
あ
た
り
６０
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。
（
６０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
そ
の
金
額

と
な
り
ま
す
）
。 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

３
）
ま
で
。  

愛知県営水道では 

災害に備え施設の 
　　整備を行っています 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
対
象 

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
・ 

耐
震
補
強
工
事
に
補
助
し
ま
す 
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健
康
に
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
日
ご
ろ
か
ら

の
健
康
管
理
と
毎
年
の
定
期
健
診
が
大
切
で
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
、
表
の
と
お
り
基
本
健
康
診
査
、
住
民
検
診

お
よ
び
歯
科
健
康
診
査
を
健
康
づ
く
り
の
拠
点
で

あ
る
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
お
お
む
ね 

１
・
５
㌔
以
上
の
地
区
に
お
住
ま
い
で
、
原
則
と

し
て
６０
歳
以
上
の
人
は
、
市
の
バ
ス
で
送
迎
し
ま

す
。
バ
ス
で
送
迎
す
る
地
域
は
、
表
の
と
お
り
で

す
。 

基
本
健
康
診
査
（
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ 

ん
） 

●
対
象
　
昭
和
４０
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
。
た
だ
し
、
勤
務
先
な
ど
で
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
、
ま
た
、
現
在
医
療
機
関
で
治
療

中
の
人
は
除
き
ま
す
。 

●
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
、
尿
検
査
、

身
体
計
測
、
問
診
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、

血
液
検
査
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
貧
血
、
肝
機

能
、
血
糖
、
腎
機
能
、
尿
酸
）
、
医
師
の
診
察
、

眼
底
検
査
（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
の
み
）
、

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
今
年
度
に
４０

歳
・
４５
歳
・
５０
歳
・
５５
歳
・
６０
歳
・
６５
歳
・
７０
歳

に
な
る
人
な
ど
） 

●
費
用
　
無
料 

●
受
付
時
間
　
午
後
０
時
１５
分
〜
１
時
３０
分  

 

健
康
管
理
の
た
め
に
ぜ
ひ
受
診
を
！ 

基
本
健
康
診
査
・
住
民
検
診
・
歯
科
健
康
診
査 

健康をまもるあなたの健診日　　　　　はバス送迎の対象地域です。 

実施日 対象地域 実施日 対象地域 

８月２３日（月） ９月１０日（金） 

８月２４日（火） ９月１３日（月） 

８月２５日（水） ９月１４日（火） 

９月２９日（水） 

９月３０日（木） 

８月２６日（木） 

１０月１日（金） 

８月２７日（金） 

１０月４日（月） 

８月３０日（月） 

１０月５日（火） 

８月３１日（火） 

１０月６日（水） ９月２日（木） 

９月１日（水） 

１０月７日（木） ９月３日（金） 

１０月８日（金） ９月６日（月） 

１０月１２日（火） ９月７日（火） 

１０月１３日（水） ９月８日（水） 

東新町 

曽野町 

大市場町、旭町 

西市町、昭和町 

大地町 

本町 

中本町　　 

西市町、宮前町 

下本町 

東町 

中本町 

稲荷町 

東新町 ※今回は送迎がありません。 

９月９日（木） 

新柳町 

下本町　 

八剱町、井上町 

東新町 

北島町、野寄町、川井町 

石仏町 、中野町 

大地新町、南新町 

鈴井町、泉町 

栄町、中央町 

下本町 

曽野町 

本町 

八剱町、神野町 

大山寺町、大山寺本町、大山寺元町 
五条町  
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●
市
政
の
窓
●
 

●
注
意
事
項
　
基
本
健
康
診
査
受
診
券
（
は
が 

き
）
を
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
人
で
受
診
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
当
日
受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
当
日
は
血
糖
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

糖
分
は
避
け
、
飲
食
は
午
前
９
時
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
（
お
茶
は
飲
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
。 

●
検
査
の
結
果
　
約
１
か
月
後
に
、
個
人
通
知
し

ま
す
。 

※
３５
歳
か
ら
３９
歳
ま
で
の
人
で
基
本
健
康
診
査
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
有
料
（
４
千
１
０
０
円
）
で

受
診
で
き
ま
す
。 

住
民
検
診
（
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

●
対
象
　
平
成
元
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
。
た
だ
し
、
学
校
や
勤
務
先
な
ど
で
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
除
き
ま
す
。 

●
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
、
尿
検
査
、

身
体
計
測
、
問
診
、
血
圧
測
定 

●
費
用
　
無
料 

●
受
付
時
間
　
午
後
０
時
１５
分
〜
１
時
３０
分 

歯
科
健
康
診
査
（
予
約
し
て
く
だ
さ
い
） 

●
対
象
　
昭
和
５０
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
、
お
よ
び
妊
婦
　 

●
定
員
　
４
３
０
人 

●
診
査
内
容
　
歯
牙
、
歯
周
診
査
、
相
談
、
指
導 

●
費
用
　
無
料 

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分
　
　
　
　
　
　

●
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く 

だ
さ
い
（
電
話
可
。
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。
た
だ
し
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま

す
。
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
。 

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車
で
の
お
越
し
は
ご 

遠
慮
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１

１
）
ま
で
。 

　 

      
　
岩
倉
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
を

対
象
に
脳
検
査
・
脳
ド
ッ
ク
を
表
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
受
診
者
に
は
、
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。 

●
申
込
資
格
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人 

・
平
成
１６
年
４
月
１
日
現
在
３５
歳
以
上
の
人
（
昭 

和
４４
年
４
月
２
日
以
前
生
ま
れ
の
人
） 

・
検
査
申
込
時
に
、
岩
倉
市
国
民
健
康
保
険
に
１

年
以
上
加
入
の
人 

・
岩
倉
市
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る

世
帯
の
人 

※
脳
手
術
を
受
け
た
人
お
よ
び
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

を
使
用
し
て
い
る
人
は
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。 

●
申
込
方
法
　
受
診
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
の
う

え
市
役
所
市
民
窓
口
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
受
診
申
込
書
は
、
８
月
１６
日
　
に
郵
送
す
る
国

民
健
康
保
険
税
の
納
付
書
に
、
同
封
し
ま
す
。
市

役
所
市
民
窓
口
課
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
期
間
　
９
月
１
日
　
〜
１０
日
　 

●
定
員
　
１
２
０
人
（
受
診
が
決
定
し
た
人
に
は

直
接
通
知
し
ま
す
） 

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
平
成
１５
年
度
に
受
診
さ

れ
て
い
な
い
人
を
優
先
と
し
、
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
７
）
ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
岩
倉

駅
東
地
区
北
街
区
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
の
２
階
に

（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
作
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
約
２

千
平
方
㍍
の
広
さ
を
持
ち
、
完
成
す
る
と
公
民
館

機
能
は
こ
こ
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
設
計
に
あ
た
っ
て
、
市
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。 

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
１
回
目
…
８
月
２２
日
　
、
２
回
目
…
８

月
２５
日
　
、
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜  

●
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
公
民
館
第
２
・
３
会
議
室 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

（金） 

脳
検
査
・
脳
ド
ッ
ク
の 

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す 

（
仮
称
）生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の 

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す 

（水） 

（水） 

（月） 

（日） 

検査名 

※受診料（自己負担額）は、受診日当日に岩倉病院で納付していただきます。 

脳検査 ２７，０００円 １３，５００円 １３，５００円 

３６，０００円 １３，５００円 ２２，５００円 

１０月１日（金）～平成 

１７年３月３１日（木） 

ただし、日曜日、祝日 

と年末年始は除く 

（受診決定者は、各自、 

岩倉病院で検査日の 

予約が必要） 

問診、血圧測定、MRI検査、 

MRA検査 

問診、血圧測定、MRI検査、 

MRA検査、血液検査、 

血液生化学検査、心電図、 

尿検査、眼底検査、聴力検査、 

胸部X線検査 

岩倉病院 
（川井町北海戸1） 

脳ドック 

１２０人 

定員 検査費用額 助成金 自己負担額 受　診　日 検 査 項 目  受 診 機 関  
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●
市
政
の
窓
●
 

第
２８
回
市
民
芸
術
劇
場 

キ
ュ
ー
バ
音
楽
で
綴
る 

「
ペ
ド
ロ
＆
カ
プ
リ
シ
ャ
ス
」 

愛
知
県
少
年
少
女
合
唱
連
盟 

第
８
回
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

第
４
回
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会 

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
の 

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す 

（金） 

（日） 

（日） 

（土） 

（火） 

       

　
岩
倉
市
は
愛
・
地
球
博
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
事
業
の
相
手
国
と
し
て
キ
ュ
ー
バ
共
和

国
と
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
今
回
の
市
民
芸
術
劇
場
は
キ
ュ
ー
バ 

音
楽
を
中
心
に
、
「
ジ
ョ
ニ
ー
へ
の
伝
言
」
や 

「
五
番
街
の
マ
リ
ー
へ
」
な
ど
数
々
の
名
曲
を
残

し
た
「
ペ
ド
ロ
＆
カ
プ
リ
シ
ャ
ス
」
と
、
岩
倉
市

在
住
の
栗
本
裕
子
さ
ん
が
ボ
ー
カ
ル
を
務
め
る
万

博
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
＆
ロ
ス
・
ペ
ペ
ス
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

　
あ
の
懐
か
し
い
歌
を
ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
９
月
２５
日
　
開
場
…
午
後
１
時
３０
分
、

開
演
…
午
後
２
時 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
内
容
　
キ
ュ
ー
バ
音
楽
と
数
々
の
名
曲
（
別
れ

の
朝
、
ジ
ョ
ニ
ー
へ
の
伝
言
　
ほ
か
） 

●
入
場
料
　
一
般
１
千
円
、
高
校
生
以
下
５
０
０

円
（
全
自
由
席
）
※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
ご
入

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
　
８
月
１７
日
　
〜 

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
所
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館 

●
主
催
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

       

　
愛
知
県
内
１２
の
少
年
少
女
合
唱
団
が
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
演
奏
会
で
す
。 

　
ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
８
月
２９
日
　
開
場
…
正
午
、
開
演
…
午

後
０
時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル ●
出
演
団
体
　
い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
　
ほ

か 

●
入
場
料
　 

大
人
１
千
円
、 

小
人
５
０
０ 

円
（
全
席
自 

由
） 

●
主
催
　
愛 

知
県
少
年
少 

女
合
唱
連
盟 

●
問
合
先 

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）

ま
で
。 

　 

      

　
第
４
回
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ

せ
て
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
９
月
５
日
　
開
場
…
午
後
１
時
３０
分
、

開
演
…
午
後
２
時 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
指
揮
　
吉
住
典
洋 

●
演
奏
　
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

●
曲
目
　
交
響
曲
第
５
番
ハ
短
調
「
運
命
」
／ 

Ｌ
・
Ｖ
・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
セ
レ
ナ
ー
タ
／
Ｌ
・ 

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
主
よ
、
人
の
望
み
の
喜
び
よ
／

Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
、
皇
帝
ワ
ル
ツ
／
Ｊ
・
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス 

●
入
場
料
　
一
般
１
千
円
、
高
校
生
以
下
５
０
０

円
（
全
自
由
席
） 

※
３
歳
以
下
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。 

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、

公
民
館
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

●
主
催
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

　 

      

　
岩
倉
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し

て
、
今
年
度
に
実
施
す
る
男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
の
企
画
・
運
営
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

●
内
容
　
応
募

し
て
い
た
だ
い

た
人
で
、
実
行

委
員
会
を
作
り
、

男
女
共
同
参
画

事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
企
画
や
運
営
を
行
い
ま
す
。 

●
申
込
方
法
　
８
月
２０
日
　
ま
で
に
生
涯
学
習
課

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

よ
し
ず
み
の
り
ひ
ろ 

く
り
も
と
ゆ
う

こ 

つ
づ 
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●
市
政
の
窓
●
 

●●●
● 

●●●● 

●●●
● 

●●●● ●●●● 

教
育
講
演
会 

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室 

「
こ
け
玉
作
り
」 

（土） 

（火） 

き   

と
う
た
か
し 

さ
く
ら
い  

か
ず 

よ
し 

       

　
児
童
館
で
は
、
親
子
が
触
れ
合
い
、
気
軽
に
植

物
に
親
し
む
機
会
を
持
つ
た
め
に「
こ
け
玉
作
り
」

を
行
い
ま
す
。
ふ
か
ふ
か
し
た
丸
い
こ
け
玉
を
親

子
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

●
と
き
　
９
月
４
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午 

●
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館 

●
講
師
　
桜
井
和
義
さ
ん
（
大
地
町
在
住
） 

●
参
加
費
　
２
０
０
円 

●
定
員
　
親
子
３０
組
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
）
　
　
　
　 

●
申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
最
寄
り
の
児
童

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
第
一
児
童
館（
☎
３
８
―
１
１
０
６
）

ま
で
。 

       

　
楽
し
く
っ
て
、
お
か
し
く
っ
て
、
悲
し
く
っ 

て
…
そ
れ
が
「
お
じ
ん
」
の
童
話
会
。
朗
読
劇
で

も
音
楽
劇
で
も
な
い
不
思
議
な
世
界
で
す
。 

　
お
じ
ん
自
身
が
書
い
た
童
話
や
詩
を
お
じ
ん
と

妻
の
「
の
り
ち
ゃ
ん
」
が
一
緒
に
語
り
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
、
娘
の
「
み
ず
き
さ
ん
」
が
即
興
で
ピ

ア
ノ
を
踊
る
よ
う
に
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
奏
で
ま

す
。 

　
童
話
、
音
楽
、
語
り
す
べ
て
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
。

創
作
お
じ
ん
の
童
話
会
。
皆
さ
ん
、
ご
期
待
く
だ

さ
い
。 

●
と
き
　
８
月
２４
日
　
午
前
９
時
２５
分
〜
１１
時
２０

分 ●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
演
題
　
「
夢
中
に
な
る
と
奇
跡
が
起
き
る
」
―

の
り
ち
ゃ
ん
と
み
ず
き
と
お
じ
ん
の
童
話
の
世
界

か
ら
― 

●
講
師
　
鬼
頭
隆
さ
ん
（
「
お
じ
ん
」
、
童
話
作

家
、
創
作
童
話
５
０
０
編
）
、
の
り
ち
ゃ
ん
、
み

ず
き
さ
ん 

●
参
加
費
　
無
料 

●
主
催
　
岩
倉
市
教
育
研
究
会
、
岩
倉
市
小
中
学

校
生
徒
指
導
推
進
協
議
会 

●
問
合
先

曽
野
小
学

校
（
☎
６

６
―
３
２

１
４
）
、

岩
倉
南
小

学
校
（
☎

６
６
―
１

０
０
８
）

ま
で
。 

救急医療週間 

　９月９日は「救急の日」です。この日を含む９月５日（日）から１１日（土）

までの１週間は「救急医療週間」と定められています。 

　岩倉市では、市民の皆さんに、救急医療・救急業務および消防業務に対す

る正しい理解と認識を深めていただくことを目的に、消防署を開放します。 

　この日は、救急車やはしご車などの展示・乗車体験ができるコーナーなど

をいろいろ設け、皆さんをお待ちしています。 

　尊い生命、財産を守るためには、早い１１９番通報と、救急車・消防車が

到着するまでの間の適切な応急手当・初期消火を行うことが重要です。そし

て、その応急手当・初期消火を行う人こそ、現場に居合わせた「市民の皆さ

ん」なのです。 

　いざというときのために、日ごろから応急手当の手順と初期消火の方法を

身につけておきましょう。 

　また、消防署では、毎月９日に普通救命講習会を開催しています。ぜひ受

講してください。 

●と　き　９月５日（日）午前１０時～午後３時 

●ところ　消防署（川井町） 

●内　容　救急車の展示・乗車、はしご車の展示・乗車、放水体験、応急手当の

　　　　　指導、煙体験ハウス、ポップコーン、奥さま防災博士コーナーなど 

●問合先　消防署（☎３７―５３３３）まで。 
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●
市
政
の
窓
●
 

平
成
１６
年
度 

介
護
保
険
料
の
本
徴
収
が 

始
ま
り
ま
す 

       

　
６５
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
介
護

保
険
料
は
、
介
護
保
険
法
に
よ
り
、
３
年
に
１
度

見
直
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
１６
年
度
は

見
直
し
後
、
２
年
目
の
年
と
な
り
ま
す
。 

　
平
成
１５
年
度
か
ら
１７
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
介

護
保
険
料
は
、
月
額
基
準
額
２
千
９
１
６
円
（
第

３
段
階
の
人
の
月
額
保
険
料
額
）
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
（
各
段
階
の
介
護
保
険
料
額
は
表
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
）
。 

　
平
成
１６
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得

が
確
定
す
る
７
月
分
ま
で
を
仮
徴
収
額
と
し
、
前

々
年
の
所
得
で
保
険
料
額
が
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
仮
徴
収
額
に
つ
い
て
は
既
に
４
月
に
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
前
年
の
所
得
が
確
定
し
ま
し

た
の
で
、
８
月
分
以
降
の
介
護
保
険
料
額
（
本
徴

収
額
）
や
納
付
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
「
平
成
１６
年
度
介
護

保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
一
般
的
な
本
徴
収
分
の
介
護
保
険
料
額

は
、
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

こ
ん
な
と
き
は
ご
相
談
を
… 

　
６５
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
本
人
お
よ

び
世
帯
の
市
民
税
課
税
状
況
と
、
本
人
の
所
得
状

況
に
応
じ
て
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
に
は
、
利
用
料

の
１
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
次

の
よ
う
な
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
現
在
は
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
人
で
、 

本
来
の
保
険
料
や
利
用
料
を
支
払
う
と
所
得
が
低

い
た
め
生
活
保
護
の
受
給
が
必
要
と
な
る
が
、
保

険
料
や
利
用
料
が
軽
減
さ
れ
れ
ば
、
生
活
保
護
の

受
給
の
必
要
が
な
く
な
る
場
合
に
、
保
険
料
の
段

階
を
下
げ
た
り
、
利
用
料
の
負
担
の
上
限
額
を
軽

減
し
た
り
す
る
「
境
界
層
措
置
」
と
い
う
制
度
で 

す
。
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
福
祉

課
に
申
請
し
て
「
境
界
層
該
当
証
明
書
」
の
発
行

を
受
け
る
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係
（
☎
３
８ 

―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

岩倉市の所得段階別介護保険料 

仮徴収…保険料を決定する基礎となる市民税の課税・非課税、前年の合計所得金額が確定するまで、前年度の介
　　　　護保険料額をもとに、仮の保険料を納付していただくこと。 
　　　　※普通徴収（年金天引きでない）の人は前年度の保険料の１２分の４を４月～７月に納めていただきます。 
　　　　※特別徴収（年金天引き）の人は２月に差し引いた保険料と同じ金額を４・６・８月に支給される年金からそ
　　　　　れぞれ差し引かせていただきます。 
本徴収…市民税の課税・非課税の別、前年の合計所得金額の確定後、介護保険料額を確定し、仮徴収額との差
　　　　額を本徴収期間の各納期に納めていただくこと。 
　　　　※普通徴収の本徴収は８月～翌年３月です。 
　　　　※特別徴収の本徴収は１０・１２月および翌年２月です。 

介護保険用語一口メモ 

区分 対象者 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

算出基準 月額保険料 年額保険料 
生活保護受給者及び老齢福祉年金 
受給者で世帯全員が市民税非課税 

本人が市民税課税で合計所得金額 
が２００万円未満 
本人が市民税課税で合計所得金額 
が２００万円以上 

基準額×０.５ １,４５８円 １７,４００円 

世帯全員が市民税非課税 

本人が市民税非課税  

基準額×０.７５ ２,１８７円 ２６,２００円 

２,９１６円 ３４,９００円 基準額 

３,６４５円 ４３,７００円 基準額×１.２５ 

４,３７４円 ５２,４００円 基準額×１.５ 

平成１６年度の一般的な介護保険料月額 
【特別徴収】（受給している年金からあらかじめ徴収する方法）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

仮徴収 本徴収 
合　計 

４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

３,２００ 

４,８００ 

６,４００ 

８,０００ 

９,５００ ９,５００ ９,５００ ８,１００ ７,９００ ７,９００ 

８,０００ ８,０００ ６,７００ ６,５００ ６,５００ 

６,４００ ６,４００ ５,３００ ５,２００ ５,２００ 

４,８００ ４,８００ ４,０００ ３,９００ ３,９００ 

３,２００ ３,２００ ２,６００ ２,６００ ２,６００ １７,４００ 

２６,２００ 

３４,９００ 

４３,７００ 

５２,４００ 

仮徴収 本徴収 
合　計 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

１,６００ 

２,４００ 

２,９００ 

３,７００ 

４,５００ ４,３００ ４,３００ ４,３００ ４,９００ ４,３００ ４,３００ ４,３００ ４,３００ ４,３００ ４,３００ ４,３００ 

３,６００ ３,６００ ３,６００ ４,０００ ３,６００ ３,６００ ３,６００ ３,６００ ３,６００ ３,６００ ３,６００ 

２,９００ ２,９００ ２,９００ ３,０００ ２,９００ ２,９００ ２,９００ ２,９００ ２,９００ ２,９００ ２,９００ 

２,１００ ２,１００ ２,１００ ２,８００ ２,１００ ２,１００ ２,１００ ２,１００ ２,１００ ２,１００ ２,１００ 

１,４００ １,４００ １,４００ １,８００ １,４００ １,４００ １,４００ １,４００ １,４００ １,４００ １,４００ １７,４００ 

２６,２００ 

３４,９００ 

４３,７００ 

５２,４００ 

【普通徴収】（納付書により現金で納めていただくか、口座振替で納入していただく方法）　　　  （単位：円） 

※保険料の標準的な額は、第３段階を基準額とし月額２,９１６円となっています。また、表は、平成１５年度以前に６５歳
　になった人で、所得段階の変更がない人の保険料月額です。平成１５年度の途中に６５歳になった人などは、本徴
　収の金額は表よりも高くなる場合があります。 
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市
政
の
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岩倉団地自治会の廃品回収の日が「古紙と古着の日」になります。 
日時等については岩倉団地自治会広報をご覧ください 

ご
存
知
で
す
か 

古
紙
と
古
着
の
日 

不
要
品
の
提
供
に
ご
協
力 

く
だ
さ
い 

       

混
ぜ
た
ら
ご
み
　
分
け
て
資
源
に 

　
新
聞
も
チ
ラ
シ
も
、
雑
誌
類
も
、
段
ボ
ー
ル
も
、

紙
製
容
器
な
ど
雑
が
み
も
古
紙
類
は
ご
み
で
は
な

く
資
源
で
す
。 

　
古
紙
を
「
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
」
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
古
紙
や
古
着
は
、
廃
品
回
収
や
分

別
収
集
に
、
そ
し
て
古
紙
と
古
着
の
日
に
、
「
資

源
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

古
紙
は
…
①
新
聞
紙
と
折
込
チ
ラ
シ
②
段
ボ
ー
ル

③
雑
誌
類
と
紙
製
容
器
な
ど
雑
が
み
に
分
け
て
、

縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

牛
乳
パ
ッ
ク
は
…
市
役
所
（
市
民
窓
口
課
）
・
公

民
館
・
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
・
岩
倉
団
地
自

治
会
事
務
所
・
清
掃
事
務
所
で
回
収
し
、
所
定
の

枚
数
で
記
念
品
と
交
換
し
て
い
ま
す
。 

古
着
と
古
布
は
…
洗
濯
し
て
乾
か
し
た
も
の
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど
は

付
け
た
ま
ま
で
結
構
で
す
。 

　
な
お
、
雨
合
羽
な
ど
ビ
ニ
ー
ル
製
の
も
の
や
帽

子
、
ス
リ
ッ
パ
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
心
材
が
入
っ

た
も
の
、
ま
た
布
団
、
座
布
団
な
ど
中
綿
が
入
っ

た
も
の
は
資
源
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
、
ご

み
と
し
て
処
分
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

古
紙
と
古
着
の
日 

　
今
年
５
月
か
ら
、
区
長
さ
ん
始
め
地
区
の
役
員

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
「
古
紙
と
古
着
の

日
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
区
の
９

月
か
ら
の
日
程
を
ご
確
認
の
上
、
古
紙
と
古
着
を

資
源
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

古
紙
と
古
着
の
日
の
注
意
点 

★
分
別
収
集
と
同
じ
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
当
日
の
朝
８
時
３０
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

前
日
か
ら
は
出
せ
ま
せ
ん
。 

★
雨
の
日
も
実
施
し
ま
す
が
、
特
に
古
着
類
は
透

明
な
袋
に
入
れ
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

★
古
紙
・
古
着
・
古
布
類
の
み
を
受
け
付
け
、
他

の
資
源
や
ご
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係
（
清
掃
事

務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。 

       

●
粗
大
ご
み
は
有
料
戸
別
収
集
に 

　
た
ん
す
、
机
、
い
す
、
自
転
車
な
ど
で
、
縦
、

横
ま
た
は
、
高
さ
の
い
ず
れ
か
一
辺
が
６０
㌢
㍍
以

上
の
も
の
が
粗
大
ご
み
で
す
。
大
き
さ
に
関
係
な

く
粗
大
ご
み
に
な
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
セ
ッ

ト
扱
い
で
複
数
の
物
を
１
個
（
１
千
円
）
と
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
☎
６
６
―
８
１
５

３
（
ハ
イ
ご
み
）
の
受
付
で
確
認
し
、
収
集
日
な

ど
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。  

●
ま
だ
使
え
る
物
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す 

　
石
仏
町
に
あ
る
清
掃
事
務
所
で
は
、
「
リ
サ
イ

ク
ル
工
房
」
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
粗
大
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
る
家
具
や
自
転
車
の
う
ち
「
ま

だ
使
え
る
物
」
を
集
め
、
修
理
や
洗
浄
し
「
ま
た

使
え
る
も
の
」
と
し
て
希
望
者
に
提
供
し
て
い
く

も
の
で
す
。
有
料
で
戸
別
収
集
す
る
こ
と
は
同
じ

で
す
が
、
ご
み
に
し
な
い
で
再
利
用
す
る
も
の
で

す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
の
粗
大
ご
み
電
話
受
付
の
際
に
、

出
さ
れ
る
粗
大
ご
み
が
「
ま
だ
使
え
る
物
」
か
ど

う
か
お
尋
ね
し
、
了
解
を
得
て
再
利
用
し
て
い
き

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係
（
清
掃
事

務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。 

中本町・東町・中野町・鈴井町 

下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

東新町（岩倉団地） 

八剱町・井上町・神野町・石仏町 

曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 

大地町・大地新町・中央町・川井町・北島町・野寄町 

地　区　名 ９月 １０月 １１月 １２月 

７日（火） ５日（火） ２日（火） ７日（火） 

１４日（火） １２日（火） ９日（火） １４日（火） 

３日（金） １日（金） ５日（金） ３日（金） 

２１日（火） １９日（火） １６日（火） ２１日（火） 

２８日（火） ２６日（火） 

１７日（金） １５日（金） １９日（金） １７日（金） 

３０日（火） ２４日（金） 

古紙と古着の日 日程表 
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市
民
の
声
に
は 

　
ど
ん
な
内
容
が
？ 

E
メ
ー
ル
に
よ
る 

　
　
　
ご
意
見
が
増
加 

「市民の声」の箱投かん 
１７６ 

Eメール 
４８ 

「市民の声」 
ファクス 
６ 

市長への手紙 
１７ 

２４７ 
（単位：件） 

市民の声内訳 

　毎年、「市民の声」として「市民の声」

投かん箱・「市民の声」ファクス・市

長への手紙・Ｅメールで、市民の皆さ

んから多くのご意見・ご提言などが寄

せられています。 

　ここでは、平成１５年度に寄せられ

た「市民の声」をご紹介します。 

    

　
現
在
、
「
市
民
の
声
」
の
箱
は
市
役
所
１
階
に

３
か
所
と
公
民
館
に
置
い
て
あ
り
、「
市
民
の
声
」

専
用
フ
ァ
ク
ス
は
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
公
民
館
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
５
公
共
施
設
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
長
へ
の
手
紙
は
、
各
公
共
施
設
に
備

え
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
郵
便
で
送
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
政
へ

の
ご
意
見
な
ど
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｅ
メ
ー

ル
で
も
お
送
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
昨
年
度
１
年
間
に
「
市
民
の
声
」
と
し
て
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
提
言
は
２
４
７
件
に
な
り
ま

し
た
。 

　
そ
の
内
訳
は
、
「
市
民
の
声
」
の
箱
に
投
か
ん

１
７
６
件
、
Ｅ
メ
ー
ル
４８
件
、「
市
民
の
声
」
フ
ァ

ク
ス
６
件
、
市
長
へ
の
手
紙
１７
件
と
な
り
、
「
市

民
の
声
」
の
箱
に
投
か
ん
が
全
体
の
７１
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
も
の
が
増

え
て
お
り
、
１９
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
人
は
、
男
４５
人
、

女
６５
人
と
な
り
、
そ
れ
以
外
は
未
記
入
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
年
齢
別
に
見
る
と
３０
歳
代
が
２８
件
と
１

番
多
く
、
次
い
で
、
１０
歳
代
、
５０
歳
代
の
２２
件
、

４０
歳
代
の
１９
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
も
多
か
っ

た
３０
歳
代
で
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
も
の
が
全
体

の
３９
㌫
を
占
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の

普
及
に
よ
り
、
仕
事
な
ど
で
市
役
所
に
出
向
く
こ

と
が
で
き
な
い
人
も
市
へ
の
ご
意
見
を
積
極
的
に

お
寄
せ
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
と
同
様
に
ロ

ビ
ー
を
利
用
し
て
い
る
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
の
声

も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

    

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
市
民
の
声
」
の
内
容
の

分
類
を
す
る
と
、
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
こ
で
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た「
市
民
の
声
」

の
中
か
ら
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

問
　
東
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、
市
民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。 

答
　
岩
倉
市
に
お
け
る
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
平
成
１６
年
度
に
実
施
予
定
の
各
小
学
校
区
単

位
の
地
震
防
災
講
習
会
で
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
（
平
成
１６
年
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
各
小
学

校
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
）
。 

 

平成平成１５年度
市民の声年度市民の

声 

２４７件
 平成１５年度

市民の声 

２４７件
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※１通の投書に複数の内容の書かれたものが 
あるため２４７件を上回ります。 

　
地
震
に
関
す
る
情
報
は
、
そ
の
都
度
広
報
に
掲

載
し
て
情
報
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
災
害
へ

の
備
え
は
、
「
自
分
の
生
命
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
姿
勢
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

問
　
市
役
所
の
１
・
２
階
に
学
生
が
た
く
さ
ん
い

て
座
る
席
が
な
か
っ
た
。
夜
６
時
以
降
は
、
勉
強

禁
止
に
し
て
は
ど
う
か
。 

答
　
市
役
所

で
は
、
多
く

の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ

う
、
１
・
２

階
に
市
民
ス

ペ
ー
ス
を
設

け
て
閉
庁
日

以
外
に
は
、

午
後
９
時
ま

で
開
放
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
勉

強
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
勉
強
す
る
場

所
が
あ
っ
て
あ
り
が
た
い
と
い
う
意
見
の
他
に
、

打
ち
合
わ
せ
な
ど
が
や
り
に
く
い
、
荷
物
で
場
所

取
り
を
し
て
席
を
離
れ
て
い
た
。
な
ど
の
批
判
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
防
犯
な
ど
の
観
点
か
ら
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生
だ
け
で
の
利
用
は
、
午
後
７
時
ま
で
と
し
、

帰
宅
を
促
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
の
会
合
、

打
ち
合
わ
せ
な
ど
で
利
用
し
て
い
る
人
も
い
ま
す

の
で
、
設
置
の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
有
効

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

問
　
特
に
狭
く
も
な
い
の
に
一
方
通
行
の
道
が
た

く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
、
不
便
な
の
で
見
直
し
て
ほ

し
い
。 

答
　
道
路
の
通
行
規
制
は
、
道
幅
な
ど
を
も
と
に

愛
知
県
公
安
委
員
会
が
決
定
し
て
い
ま
す
。 

　
市
内
に
は
、
道
幅
が
双
方
向
の
基
準
に
満
た
な

い
道
路
が
多
い
た
め
、
一
方
通
行
と
な
っ
て
い
る

道
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
　
分
別
収
集
の
回
数
と
収
集
場
所
を
増
や
し
て

ほ
し
い
。 

答
　
分
別
収
集
は
、
市
の
全
域
を
７
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
１０
か
所
程
度
の
集
積
場
で
地

区
の
役
員
の
皆
さ
ん
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
品
目
を
収
集
す

る
収
集
日
を
増
や
す
こ
と
は
困
難
で
す
。 

　
し
か
し
、
月
１
回
の
分
別
収
集
日
に
多
く
の
種

類
の
資
源
物
を
す
べ
て
持
っ
て
い
く
の
は
、
負
担

で
あ
る
と
い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
１６
年
度
か
ら
分
別
収
集
日
と
２
週
間

の
間
隔
を
空
け
、
「
古
紙
と
古
着
の
日
」
と
し
て

資
源
に
な
る
古
紙
・
古
布
類
に
限
り
分
別
収
集
と

同
じ
場
所
に
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す（
平
成
１６
年
５
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
）。 

●「市民の声」投かん箱 
　市役所１階３か所（北・東・西出入口付
　近）、公民館 
●「市民の声」ファクス 
　総合体育文化センター・保健センター・
　図書館・公民館・ふれあいセンター 
　　なお、ご自宅のFAXを利用される場
　合は、　３８－２４７１までお願いします。
●市長への手紙　 
　市内の公共施設においてあります。 
●Ｅメールアドレス　 
　koho.prsec＠city.iwakura.aichi.jp  
※住所・氏名などが記入された「市民の声」
には、回答を送らせていただいていますの
で、記入をお忘れなくお願いいたします。
●問合先　企画課広報広聴係（☎３８－５
　８０２）まで。 

ご意見・ご提言をお送りください 

行政に関すること 

環境保全に関すること 

６７ 

２９ 

土木に関すること ２５ 

学校教育に関すること ２０ 

企画に関すること １６ 

児童に関すること １２ 

秘書に関すること １１ 

スポーツに関すること １１ 

市民窓口に関すること １０ 

都市計画に関すること １０ 

商工農政に関すること ８ 

福祉に関すること ８ 

健康に関すること ７ 

図書館・公民館に関すること ６ 

お年寄り・介護に関すること ４ 

生涯学習に関すること ４ 

議会に関すること ３ 

税務に関すること ３ 

下水道に関すること ２ 

消防に関すること １ 

会計に関すること １ 

合　計 ２５８ 

市民の声内容内訳 
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スポーツ教室参加募集（秋期） 
●受付開始日　８月２５日（水）午後７時～８月２５日（水）午後７時～ 
●受 付 場 所　総合体育文化センター１階多目的ホール総合体育文化センター１階多目的ホール  
●参 加 資 格　市内にお住まいかお勤めまたは、通学している人で各教室市内にお住まいかお勤めまたは、通学している人で各教室ごと　ごと　
　　　　　　　に定める対象者　　　　　　　に定める対象者 
●そ　の　他　各教室とも定員になりしだい締め切ります（なお、定員に各教室とも定員になりしだい締め切ります（なお、定員に満た　満た　
　　　　　　　ない場合は、当日以降も受け付けしますが　　　　　　　ない場合は、当日以降も受け付けしますが、電話での受け付け、電話での受け付け 
　　　　　　　はできません）　　　　　　　はできません）。 
　　　　　　　　　　　　　　1人で複数人分の受け付けはできませんのでご注意ください人で複数人分の受け付けはできませんのでご注意ください。 
　　　　　　　また、参加料には、保険料が含まれていま　　　　　　　また、参加料には、保険料が含まれています。 
●問　合　先　スポーツ課（総合体育文化センター内スポーツ課（総合体育文化センター内☎６６－２２２２）まで６６－２２２２）まで。 

対 象  

定 員  

参 加 料  

開 催 日  

曜日時間  

会 場  

講 師  

持 ち 物  

内 容  

小学生以上　　　　　　　　　＜教育委員会主催＞ 

３０人 

１，０００円 

９/７・１４・２８、１０/５・１９・２６（６回） 

火曜日　１９：３０ ～ ２１：００ 

総合体育文化センターアリーナ 

岩倉市体育指導委員 

タオル・室内シューズ 

スポンジボールを手でテニスのように打ち合う名古屋

生まれのニュースポーツを紹介します。ハンドボール

程の大きさのスポンジボールを使用し、狭いコートで

行うため、経験を問わず誰でも簡単にラリーが続き、

手軽に楽しむことができます。 

※小・中学生が参加する場合は、行き帰りの保護者の

付き添いもしくは親子での参加をお願いします。 

対 象  

定 員  

参 加 料  

開 催 日  

曜日時間  

会 場  

講 師  

持 ち 物  

内 容  

よちよち歩きから３歳までの幼児とその保護者 

３０組（1組で子ども２人以上の参加も大丈夫です）

保護者１，０００円と子ども５００円（1人当たり） 

９/３ ～ １０/２２（８回） 

金曜日　１０：００ ～ １１：３０ 

総合体育文化センターアリーナ 

ＮＰＯ法人けんこうのわ碧の木 

タオル・室内シューズ 

「０歳からの健康づくり」として、よちよち歩きから

３歳までの幼児とその親または、祖父母を対象とした

教室です。 

おもちゃに頼らない体力遊びや集団遊び、また保護者

を対象とするリフレッシュエアロビクスタイムなども

あります。 

＜教育委員会主催＞ 

 

あなたもスポーツを 
はじめてみませんか？ 

タスポニー教室 

親子ふれあい体操教室 
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スポーツ教室参加募集（秋期） 

対 象  

定 員  

参 加 料  

開 催 日  

曜日時間  

会 場  

講 師  

持 ち 物  

内 容  

１６歳以上　　　　　　　　　　＜教育委員会主催＞ 

３０人 

１，０００円 

９/１ ～ １０/２０（８回） 

水曜日　１０：００～１１：３０ 

総合体育文化センター剣道場 

森 江美子 

タオル・室内シューズ 

エアロビクスは、シンプルな動きで全身をバランスよ

く動かし、効果的に脂肪を燃焼させる有酸素運動です。 

楽しい音楽に合わせて体を動かせばストレス解消やダ

イエットにも効果的です。 

対 象  

定 員  

参 加 料  

開 催 日  

曜日時間  

会 場  

講 師  

持 ち 物  

 

内 容  

１６歳以上　　　　　　　　　　＜体育協会主催＞ 

１５人 

２，０００円 

１０/２３ 

土曜日　８：３０ ～ １６：３０ 

瀬戸市定光寺アーチェリー場（定光寺自然休養林内） 

中村哲士 

タオル・運動靴・長袖シャツ・長ズボン（Ｇパンでも

可）・虫除けスプレー 

今回の教室では、まず平地の的でアーチェリーを体験

していただき、その後山の中の的を打ちながら進み得

点を競う「フィールドアーチェリー」を体験していた

だきます。ハイキング感覚で森林浴を楽しみながらご

参加ください。 

対 象  

定 員  

参 加 料  

開 催 日  

曜日時間  

会 場  

講 師  

持 ち 物  

内 容  

小学３年生以上の親子　　　　＜体育協会主催＞ 

２５人 

1人６００円 

９/１８・１９ 

土・日曜日　９：００ ～ 正午 

ＴＨＥ　ＭＥＩＧＩ（一宮市） 

公認インストラクター 

ボウリングのできる服装 

ボウリングは、手軽なわりに意外に運動量のあるスポ

ーツです。親子で基本的な投げ方、スペアのとり方な

どを学びボウリングの楽しさを味わってみませんか。

２日目には大会も開催する予定です。 

もり     え　み　 こ 

なかむらてつ  し 

エアロビクス教室 

アーチェリー教室 

親子ボウリング教室 
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暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

催し  

 
お忘れなく納税してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を 
８月３０日(月)までにご確認ください。なお、納期限後２０日以内に納付が 
ない時は、督促状を発送しますので督促手数料５０円が加算されます。 
　問合先　税務課収納係（☎３８－５８０６） 

▲
 

  

●
岩
倉
ゆ
う
わ
会
作
品
展 

 

老
人
憩
の
家 

  
　
ゆ
う
わ
会
会
員
の
皆
さ
ん
が
長
年

に
わ
た
っ
て
培
っ
た
経
験
や
技
能
を

生
か
し
て
制
作
し
た
作
品
展
を
行
い

ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
８
月
２６
日
　
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
老
人
憩
の
家
（
東
町
） 

▼
問
合
先
　
老
人
憩
の
家
（
☎
３
７

―
３
８
３
４
） 

  

●
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト 

　
〜
児
玉
た
ま
み
愛
を
歌
う
〜 

  

　
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
愛
を
込
め
た

そ
の
歌
声
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
す
べ
て
を
包
み
込
む
…
。 

　
第
１７
回
ア
マ
チ
ュ
ア
シ
ャ
ン
ソ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
奨
励
賞
、
第

１８
回
中
部
大
会
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
な

ど
、
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
岩
倉
市

出
身
の
児
玉
た
ま
み
さ
ん
が
さ
ま
ざ

ま
な
「
愛
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ャ
ン
ソ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
５
日
　
午
後
６
時
３０

分
開
場
、
午
後
７
時
開
演 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ

ー
ル 

▼
出
演
　
児
玉
た
ま
み
、
三
代
真
史

ジ
ャ
ズ
舞
踊
団
、
劇
団
ひ
ま
わ
り
名

古
屋
ア
ク
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
、
《
愛

・
地
球
博
》
祝
祭
市
民
合
唱
団 

▼
演
奏
　
ラ
・
ム
ー
ル
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ ▼
チ
ケ
ッ
ト
　
全
席
指
定
、
Ｓ
席
５

千
円
、
Ａ
席
３
千
円
（
前
売
・
当
日

共
） 

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
電
子
チ
ケ
ッ
ト

ぴ
あ
（
☎
０
５
７
０
―
０
２
―
９
９

９
９
、
P
コ
ー
ド
…
１
７
０
―
３
９

６
、UR

L http://pia.jp/t/chubu/

）、

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
（
☎
０
５
７
０

―
０
６
―
３
０
０
４
、
Ｌ
コ
ー
ド
…

４
１
８
６
０
）
、
愛
知
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
（
☎
０
５
２

―
９
７
２
―
０
４
３
０
） 

　
ま
た
は
、
名
古
屋
市
内
各
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
、
お
近
く
の
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

ス
ポ
ッ
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・

サ
ン
ク
ス
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
も

直
接
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。 

▼
主
催
　
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会 

▼
後
援
　
愛
知
県
、
岩
倉
市
、
愛
知

県
教
育
委
員
会
、
中
日
新
聞
社
、
東

海
テ
レ
ビ
放
送
、
中
部
日
本
放
送
、

世
界
劇
場
会
議
名
古
屋 

▼
問
合
先
　
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
事
務
局
（
☎
０
５
２
―
８
１

１
―
５
９
４
９
、
　
０
５
２
―
８
２

１
―
１
２
５
８
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
スhttp://w

w
w
.ylw

.m
m
tr.o 

r.jp/̃tam
a/

） 

         

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
参 

　
加
者 

  

　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を

開
き
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
９
月
４
日
　
か
ら
９
月
２５

日
　
ま
で
の
４
回
、
毎
週
土
曜
日
午

後
１
時
３０
分
〜
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド 

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
の
男
女 

▼
参
加
料
　
５
０
０
円 

▼
定
員
　
３０
人 

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
グ
ロ
ー
ブ
・

水
筒 

▼
申
込
方
法
　
８
月
２５
日
　
午
前
９

時
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
１

階
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
な
お
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

当
日
以
降
も
受
け
付
け
し
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
） 

  

　
パ
ー
ト
職
員 

●
介
護
保
険
訪
問
調
査
員 

　（
保
健
師
・
看
護
師
） 

  

　
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
認
定
の

た
め
の
訪
問
調
査
に
携
わ
る
保
健
師 

・
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。 

★８月３１日(火)は市県民税第２期の納期限です★ 

（火） 

（水） 

（木） 

（土） 

（土） 募集  
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お忘れなく納税してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を 
８月３０日(月)までにご確認ください。なお、納期限後２０日以内に納付が 
ない時は、督促状を発送しますので督促手数料５０円が加算されます。 
　問合先　市民窓口課保険医療係（☎３８－５８０７） 

▲
 

★８月３１日(火)は国民健康保険税第５期の納期限です★ 

▼
勤
務
内
容
　
介
護
保
険
要
介
護
認

定
申
請
者
宅
を
訪
問
し
調
査
を
行
い

ま
す
。
　
　
　 

▼
勤
務
日
・
時
間
　
週
３
日
、
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
（
６
時
間
）  

▼
賃
金
　 

★
保
健
師
…
１
時
間
１
千
２
６
０
円

★
看
護
師
…
１
時
間
１
千
６
０
円 

▼
募
集
人
数
　
１
人 

▼
採
用
予
定
日
　
１０
月
１
日
　 

▼
応
募
期
間
　
８
月
１６
日
　
〜
３１
日

　 ▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
）
、
保
健
師
あ
る
い
は
看
護
師
免

許
証
の
写
し
　 

▼
提
出
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介

護
保
険
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
１
） 

   

〜
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
〜 

●
「
地
域
子
ど
も
教
室
」

　
指
導
員 

  

　
生
涯
学
習
課
で
は
、
毎
週
土
曜
日

に
小
・
中
学
校
を
活
用
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
活
動
し
、
仲
間

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
「
地
域
子

ど
も
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
「
地
域
子
ど
も
教
室
」
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
学
習
活
動

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
、

地
域
の
大
人
の
力
を
結
集
し
て
支
援

し
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
教
室
の
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人 

を
募
集
し
ま
す
。 

　
子
ど
も
が
好
き
な
人
で
あ
れ
ば
、

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
得
意
な
分
野
で
指
導
員
と
し
て

登
録
し
ま
せ
ん
か
。 

▼
指
導
日
時
　
毎
週
土
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午 

※
た
だ
し
、
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業

期
間
は
除
き
ま
す
。 

▼
指
導
場
所
　
市
内
各
小
・
中
学
校 

▼
指
導
内
容
　 

★
小
学
校
…
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
学

習
活
動
な
ど 

★
中
学
校
…
学
習
の
指
導 

▼
対
象
　
１８
歳
か
ら
６５
歳
ま
で
で
健

康
な
人 

▼
募
集
人
数
　
数
人
程
度 

▼
謝
礼
　
１
時
間
１
千
円 

▼
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
に
備
え

付
け
て
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

         

●
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

　
現
況
届
・
所
得
状
況
届

　
を
お
忘
れ
な
く 

  

　
児
童
扶
養
手
当
・
愛
知
県
遺
児
手

当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
す
で
に
郵
送
し
ま
し

た
現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
こ
の
届
け
は
、
引
き
続
き
手
当
を

受
け
る
か
ど
う
か
審
査
す
る
大
切
な

届
け
で
す
の
で
、
必
ず
期
日
ま
で
に

児
童
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
手
続
き
に
は
、
受
給
要
件
に
よ
っ

て
現
況
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で

す
。
提
出
の
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

▼
提
出
期
限 

★
児
童
扶
養
手
当
・
愛
知
県
遺
児
手

当
…
８
月
３１
日
　 

★
特
別
児
童
扶
養
手
当
…
９
月
１０
日

　 ※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。 

▼
提
出
・
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
） 

  

●
私
立
幼
稚
園
入
園
案
内 

  

　
平
成
１７
年
度
の
市
内
私
立
幼
稚
園

へ
の
入
園
願
書
の
受
け
付
け
が
始
ま

り
ま
す
。 

▼
入
園
願
書
配
布
　
９
月
１
日
　
か

ら ▼
入
園
願
書
受
付
開
始
　
１０
月
１
日

　 【
学
校
法
人
曽
野
学
園
】 

★
曽
野
幼
稚
園
（
曽
野
町
宮
前
４
０

２
☎
６
６
―
２
４
８
８
） 

★
曽
野
第
二
幼
稚
園
（
稲
荷
町
大
摩

４
６
☎
３
７
―
１
０
６
９
） 

【
学
校
法
人
遊
花
学
園
】 

★
岩
倉
遊
花
幼
稚
園
（
東
新
町
釜
之

口
４
―
１
☎
３
７
―
２
３
０
８
） 

★
岩
倉
遊
花
北
幼
稚
園
（
東
町
掛
目

１
５
８
☎
３
７
―
６
５
１
９
） 

【
学
校
法
人
岩
倉
学
園
】 

★
岩
倉
幼
稚
園
（
中
央
町
１
―
４５
―

１
☎
３
７
―
２
６
０
１
） 

★
岩
倉
北
幼
稚
園
（
神
野
町
平
久
田

３１
☎
６
６
―
７
２
７
１
） 

▼
問
合
先
　
各
幼
稚
園
へ
直
接
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。  

          

●
９
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導 

  

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
で
は
、
専
門
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
効
果
的
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
方
法
や
総
合
的
な
体
力
向

上
の
た
め
の
運
動
、
腰
痛
や
肩
こ
り

に
関
す
る
運
動
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
指
導
を
行
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
９
月
４
日
　
・
５
日
　
・

１１
日
　
・
１２
日
　
午
後
１
時
〜
５
時 

▼
対
象
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
登

録
証
を
お
持
ち
の
人 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―

２
２
２
２
） 

（月） 

（火） 

（水） 

（金） 

（火） 

（金） （金） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

手続き 

講座  
教室  
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月・日 

曜
日 

時間 

１０月 

 

１０：３０～１２：００ 

１９：３０～２１：００ 

○印に講習会を開催します。 

５日 ９日 １０日 ２３日 ２４日 ２７日 

水 日 土 日 土 火 

   

●
１０
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

　
講
習
会 

  

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

　
な
お
、
講
習
会
で
は
一
般
の
人
も

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
都
合
に
よ
り
講
習
日
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

▼
講
習
内
容
　
①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
②
器
具
の
説
明
③
実
技 

▼
対
象
　
１６
歳
以
上 

▼
定
員
　
１
回
の
講
習
に
つ
き
１５
人 

▼
費
用
　
２
０
０
円 

▼
申
込
方
法
　
９
月
１
日
　
か
ら
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
１
人

に
つ
き
１
名
。
電
話
不
可
）
。 

▼
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課（
総
合
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２

２
） 

         

●
献
血
に
ご
協
力
を 

  

　
献
血
は
、
１６
歳
か
ら
６９
歳
（
た
だ

し
、
６５
歳
か
ら
６９
歳
ま
で
の
人
は
、

６０
歳
か
ら
６４
歳
の
間
に
献
血
し
た
こ

と
の
あ
る
人
の
み
）
の
人
に
で
き
る

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。 

　
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
２７
日
　
市

役
所 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進
協
議

会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
３
７
―

３
１
３
５
）  

  

●
海
外
で
は
蚊
に
注
意
し

　
て
く
だ
さ
い 

  

　
近
年
、
北
米
で
春
か
ら
秋
に
か
け

て
蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
感
染

す
る
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
が

定
着
し
、
脳
炎
等
を
発
症
し
た
患
者

や
死
者
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
感
染

症
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
の
広
い
地
域

で
、
デ
ン
グ
熱
、
日
本
脳
炎
、
マ
ラ

リ
ア
等
、
ま
た
南
米
や
ア
フ
リ
カ
で

は
黄
熱
や
マ
ラ
リ
ア
等
が
流
行
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
感
染
症
に
よ
り
、

世
界
各
国
で
毎
年
多
く
の
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
海
外
へ
出
か
け
ら

れ
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
対
策
を

と
り
感
染
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

現
地
で
の
蚊
へ
の
対
策
方
法 

①
露
出
し
て
い
る
皮
膚
に
は
虫
除
け

剤
を
塗
布
す
る
。 

②
屋
外
に
出
る
時
は
、
可
能
な
限
り

長
袖
お
よ
び
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
す
る
。 

③
就
寝
時
に
は
、
蚊
帳
や
蚊
取
り
線

香
を
使
用
す
る
。 

　
ま
た
、
日
本
脳
炎
と
黄
熱
に
は
予

防
接
種
が
効
果
的
で
す
。
旅
行
中
や

帰
国
後
に
発
熱
や
頭
痛
な
ど
の
症
状

が
表
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療

機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
健
康
福
祉
部
健

康
対
策
課
（
☎
０
５
２
―
９
５
４
―

６
２
７
２
） 

 

　 ●
児
童
相
談 

  

　
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
１８
歳
未

満
の
児
童
の
不
登
校
、
い
じ
め
、
乱

暴
、
育
児
の
ほ
か
、
施
設
に
入
所
さ

せ
た
い
な
ど
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く

問
題
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
家
庭
児
童
相
談
室
（
福

祉
事
務
所
内
） 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
） 

相 談 
その他 

（水） 

（金） 

▲
 

　高温多湿の夏場は、１年のうちで感電や電気事故の最
も多い季節です。このため、経済産業省の主唱のもと、
８月を「電気使用安全月間」として、全国一斉に電気使
用安全を呼びかけています。 

 
お忘れなく納付してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を 
８月３０日(月)までにご確認ください。 
　問合先　生きがい課介護保険係（☎３８－５８１１） 

★８月３１日(火)は介護保険料第５期の納期限です★ 

チェックポイント 

８月は「電気使用安全月間」です 

▲
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指 名 競 争 入 札 結 果  （７月８日～１５日） 

工事名等 

貯留型仮設水洗トイレ設置工事 

汚水枝線管渠工事（右岸１６－２工区） 

工事場所等 

東町掛目1番地 

大地新町地内 

７/１３～８/２６ 

７/２３～H１７/３/２４ 

契約業者名 期　間 契約金額 
（円） 

１，９９５，０００ 

４３，０５０，０００ 

  
●
無
料
調
停
相
談
会 

  

　
一
宮
民
事
調
停
協
会
、
一
宮
家
事

調
停
協
会
主
催
に
よ
る
無
料
調
停
相

談
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

▼
と
き
　
１０
月
５
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時 

※
な
お
、
受
付
は
、
午
前
９
時
３０
分

か
ら
午
後
３
時
３０
分
ま
で
で
す
。 

▼
と
こ
ろ 

一
宮
ス
ポ

ー
ツ
文
化

セ
ン
タ
ー

３
階
会
議

室
（
一
宮

市
真
清
田

１
―
２
―

３０
真
清
田

神
社
内
☎

０
５
８
６
―
２
４
―
１
８
８
１
） 

▼
相
談
担
当
者
　
弁
護
士
、
調
停
委

員 

▼
相
談
内
容
　 

★
民
事
に
関
す
る
紛
争
…
交
通
事
故
、

公
害
、
土
地
建
物
、
手
形
や
金
銭
、

商
取
引
な
ど
に
関
す
る
紛
争 

★
家
庭
に
関
す
る
紛
争
…
夫
婦
、
親

子
、
男
女
関
係
、
そ
の
他
の
家
庭
内 

あ
る
い
は
親
族
間
に
お
け
る
紛
争 

▼
相
談
料
　
無
料 

▼
そ
の
他
　
相
談
内
容
に
つ
い
て
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
名
古
屋
地
方
裁
判
所
一

宮
支
部
庶
務
課
（
☎
０
５
８
６
―
７

３
―
３
１
０
１
内
線
２
２
１
） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、お気
軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
　午前９時～午後４時 
■総合福祉相談 
　８月２０日（金） 
★女性悩みごと相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■年金相談 
　８月２３日（月）午前１０時～午後３時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　８月２５日（水）午後１時～４時 
　９月１４日（火）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時から、市民相談
室で当月分の予約を受け付けます（先着順、電話可）。 
■女性悩みごと相談 
　９月　３日（金）午後１時～３時３０分 
■交通事故相談（予約制…定員３人） 
　９月　３日（金）午後１時～４時 
※８月２７日（金）までに予約があった場合、専門相談員が来庁します（電
話可）。 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
　９月　５日（日）午後１時～３時 
■登記相談 
　９月　８日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
　９月　９日（木）午後１時～４時 
■不動産相談 
　９月　９日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
　９月１０日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
　９月１０日（金）午後１時～４時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよくよしてい
ても、何の解決にもなりません。経験豊かなボランティアが電話で相談をお
受けします。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振替休日を除く） 

み  　な  　       な     や      む     な 

●心の相談電話  ☎３７－７８６７ 

 

（火） 

▼
 

▼
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■麻しん（はしか）　※申し込みが必要です。 
　麻しん予防接種の申し込みを受け付けています。ご希望の人は母子健康手帳をご持参のうえ、お早めにお申し込みください。 
　と　き　１０月２６日（火）、１１月４日（木）、平成１７年１月２８日（金）、２月１０日（木）、３月１６日（水） 
　対　象　接種日に年齢が１歳から７歳６か月未満の人。ただし、次の人は対象から除きます。 
★すでに麻しんにかかった人 
★すでに麻しん、または、ＭＭＲ（麻しん、風しん、おたふくかぜ混合ワクチン）の予防接種を受けた人 
★麻しんの予防で、ガンマグロブリンの接種を３か月以内に受けた人 
★予防接種に含まれる成分で、アナフィラキシーを起こしたことのある人 
★他の予防接種を受けて一定期（三種混合等は１週間、ＢＣＧ等は４週間）が過ぎていない人 
※ひきつけを起こしてから１年たっていない人は、集団接種が困難なため保健センターに相談してください。 
　申　込　保健センターに直接お越しください（電話不可）。 
　その他　定員は８０人で、費用は無料です。母子健康手帳を持参してください。 
※平成１５年度に申し込まれて接種できなかった人は、電話で麻しん手帳の番号と接種希望日をお知らせください。 

内容/こころの健康相談 
（申し込みが必要です） 

9月3日（金）13：30 ～15：00 
　南部老人憩の家 
9月10日（金）13：30 ～15：00 
　岩倉病院回復期リハビリテーションセンター 
9月17日（金）13：30 ～15：00 
　老人憩の家 
9月24日（金）13：30 ～15：00 
　保健センター 
9月28日（火）10：00 ～11：30 
　第五児童館 

と    き 

おおむね65歳以上で 
介護保険を利用して 
いない人 

対　象　者 

内容/健康チェック・体操・レクリ 
エーション等 
持ち物/健康手帳 

備考 

はつらつ元気くらぶ 

健康相談 

こころの健康相談 

成人 

成人 

内容/血圧測定・健康相談等 9月3日（金）13：30 ～15：00 
　南部老人憩の家 
9月15日（水）9：30 ～11：30 
　ふれあいセンター 
9月17日（金）13：30 ～15：00 
　老人憩の家 
9月28日（火）9：30 ～11：30 
　総合体育文化センター 

9月8日（水）保健センター 
9：00～11：00 
申込／保健センター（電話可） 

内容/歯科相談・ブラッシング指導・ 
歯こう染め出し・歯みがき圧測定 
持ち物/普段使っている歯ブラシ 

歯の健康相談 
成人 毎週木曜日（祝日は除く） 

9：00～11：00

▲
 ▲
 

▲
 ▲
 

と　き 
9月22日（水）  
9月24日（金）  
受付/13：00～14：30  
 9月22日（水）　  
受付/13：00～13：45 

9月28日（火）  
受付/13：00～14：30 

対　象　者 
9か月～7歳6か月未満 

9か月～7歳6か月未満 

1歳～7歳6か月未満 

備考 
初回接種/3～8週間の間隔で3回接種 
追加接種/初回接種の3回目完了後、 
1年～1年6か月の間に1回接種 
初回接種/4～6週間の間隔で2回接種 
追加接種/初回接種の2回目完了後 
1年～1年6か月の間に1回接種 

□三種混合 
百日せき・ジフテリア・破傷風 

□二種混合 
ジフテリア・破傷風 

■風しん 

成　人 
保健センターを利用されるときは、健康手帳をお持ちください。健康手帳の交付は随時行っています。 

予防接種 
　朝の体温を測り、母子健康手帳をお忘れなくご持参ください（母子健康手帳がないと受付できません）。予防接種は、はしか、水ぼうそう
などの病気が治ってから、１か月は接種できません。三種混合、二種混合等の□印の予防接種は接種後１週間以内に、風しん等の■印の予防
接種は接種後４週間以内に他の予防接種をうけることはできません（接種間隔など詳しくは、予防接種実施計画表をご覧ください）。 

●問合先　岩倉市保健センター 
　　　　　旭町1-20　☎37-3511

N

S

EW
市役所 

ユニー 

中央 
公園 

県道岩倉西停車場線 

県
道
名
古
屋
江
南
線 

新
柳
通
線 

県道小牧岩倉一宮線 

保健センター 

郵便局 

岩
　
倉
　
駅 

※万歩計の貸し出し・健康チェックの日は、祝日を除く毎週木曜日（9：00～11：00）に行っています。万歩計貸し出し時には、日本列島
縦断コース表もあわせてお渡ししていますが、万歩計をすでにお持ちの方にも、日本列島縦断コース表はお渡しいたします。詳しくは保健セ
ンターへお問い合わせください（万歩計の貸し出しには1個200円が必要です。おつりのないようにご用意ください）。  
※防犯ベルの貸し出しは土・日曜日、祝日を除く毎日行っています。 
※テレホン健康相談（☎66－7300）も土・日曜日、祝日を除く毎日行っています。 
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●お母さんになるために 

と　き 

毎週木曜日（祝日は除く） 
10：00～ 
受付/9：45～11：00 
（初産の人は10時までに受付） 

対　象　者 

妊婦 

備考 
内容/ビデオ「妊娠中の過ごし方」・ 
保健指導　 
持ち物/妊娠届出書 
当日、ご都合の悪い人はご連絡ください。 
初産の人は10：00～11：00までお話 
を聞いていただきます。 

母子健康手帳交付 

第3回/9月22日（水） 
13：15～15：30 
受付/13：15～14：00  
第4回/9月28日（火）  
13：30～15：30 
受付/13：15～13：30

妊婦（夫の参加も可） 内容/第3回…歯科検診・染め出し・ブ 
ラッシング指導（申し込みが必要です）  
第4回…ビデオ・話「産後の生活と育 
児について」・実習「お風呂の入れ方」 母親教室 

9月11日（土）9：00～11：40 
受付/8：45～9：00 
申込/8月20日（金）8：30～ 
保健センター（電話可） 

初めて親になる夫婦 
定員20組 

内容/ビデオ「お父さんへ赤ちゃんから 
のメッセージ」・話「出産・育児における 
父親の役割について」・実習「お風呂の 
入れ方」・育児中のパパママとの交流会 

パパママセミナー 

●赤ちゃんのために 
と　き 

9月6日（月） 9 ：00～ 
受付/9：00～11：00

対　象　者 

乳幼児 

備考 

内容/身体計測・栄養相談・育児相談・ 
母乳相談 
※母乳相談は予約が必要です。 
定期測定にもご利用ください。 
 

乳幼児健康相談 

4か月児健康診査 9月21日（火）13：00～ 
受付/13：00～14：00

平成16年5月生まれ 内容/診察・発達チェック・身体計測・ 
栄養指導・育児相談等  
 

4～6か月児の離乳食教室 9月7日（火）10：00～11：00 受付/9：45～10：00
4～6か月児の保護者等 内容/離乳食のすすめ方と試食 

内容/幼児食と歯の話・染め出し・ブラ 
ッシング指導  
持ち物/子どもの歯ブラシ・コップ・エプ 
ロン 

9月21日（火）9：45～  
受付/9：45～10：00

9月17日（金）10：00～11：30 
受付/9：45～10：00 
申込/8月24日（火）8：30～　  
保健センター（電話可） 

平成16年1月生まれ 内容/身体測定・育児のお話・赤ちゃん 
体操・育児相談・栄養相談・絵本の読み 
聞かせ  
 

8か月児育児教室 

1歳～1歳6か月児 
定員15組 

9月16日（木）13：00～ 
受付/13：00～14：00 

平成13年9月生まれ  
 

内容/診察・歯科健診・発達チェック・身 
体計測・栄養相談・育児相談・視覚聴覚 
検査・尿検査（会場で採尿）等  
持ち物/保健センターからお送りするア 
ンケート用紙  
 

3歳児健康診査 

かみかみ歯ピカ教室 

内容/診察・歯科健診・発達チェック・身  
体計測・遊び指導・栄養相談・育児相談等 
※歯をみがいてきてください。 
 

9月15日（水）13：00～ 
受付/13：00～14：00

平成15年2月生まれ 

1歳6か月児健康診査 

内容/歯科健診・染め出し・ブラッシング 
指導・フッ素塗布・食生活指導 
持ち物/子どもの歯ブラシ・コップ・エプ 
ロン 

9月27日（月）13：00～ 
受付/13：00～13：40 

平成14年9月生まれ 

2歳児歯科健康診査 

内容/歯科健診（親と子）・染め出し・ 
ブラッシング指導・フッ素塗布 
持ち物/子どもの歯ブラシ・コップ・エプ 
ロン 

9月17日（金）13：30～ 
受付/13：15～14：30 
申込/8月23日（月）8：30～ 
保健センター（電話可） 

2歳6か月児とその親 
定員15組 2歳6か月児 

親子歯科健康診査 

は

健

こ

歯

□
百

□
ジ

■

子どもとお母さん 
保保健センターを利用されるときは、母子健康手帳をお持ちください。 

9月の保健センター案内 

　
な
接

※
縦
ン
※
※
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環境学習コーディネーター　新海洋子 
 

み
んな
でつな

げるエコアクション
み
んな
でつな

げるエコアクション

～暑～暑い夏…缶夏…缶ジュースやペットボトル飲料飲料にお世話世話になっていませんせんか～か～ 
 

～暑い夏…缶ジュースやペットボトル飲料にお世話になっていませんか～ 
 

しん  かい  よう　こ 

 

暑
い
夏 

　
今
年
の
夏
も
暑
い
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
動
い

た
だ
け
で
、
汗
が
だ
く
だ
く
と
流
れ
、
の
ど
が

カ
ラ
カ
ラ
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
の
水
分
補

給
は
と
て
も
大
切
。
そ
こ
で
今
回
の
提
案
は
…
。 

い
つ
で
も
買
え
る
自
動
販
売
機
飲
料 

　
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
自
販
機
。
日
本
に

は
約
５
６
０
万
台
の
自
動
販
売
機
が
設
置
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
た
い
て
い
の
場
所
に
自
販

機
は
あ
り
、
の
ど
が
渇
い
た
と
思
え
ば
、
す
ぐ

に
購
入
で
き
る
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
っ
た

飲
料
。
確
か
に
便
利
で
す
が
、
飲
料
用
の
自
販

機
は
１
か
月
で
平
均
２
０
０
㌔
㍗
の
電
気
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
一
般
家
庭
一
軒
あ
た
り
の
消

費
電
力
の
３
分
の
２
程
度
も
消
費
し
て
い
る
の

で
す
。
電
気
の
少
な
い
場
所
で
も
２４
時
間
フ
ル

稼
働
し
て
い
る
自
販
機
は
夜
の
暗
闇
の
中
で
明

る
く
光
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
　 

ア
ル
ミ
缶
の
悲
劇 

　
ア
ル
ミ
缶
の
原
料
で
あ
る
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ロ
シ
ア
な
ど
か
ら
輸
入
し

て
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
を
精
錬
す
る
際
に
は
大
量

の
電
力
を
要
し
、
そ
の
電
力
を
供
給
す
る
た
め

に
発
電
用
ダ
ム
を
建
設
す
る
な
ど
自
然
環
境
を

破
壊
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

　
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ル
ミ
へ
、
さ
ら
に
ア

ル
ミ
缶
に
加
工
さ
れ
中
に
飲
料
を
詰
め
込
み
、

運
搬
、
販
売
、
処
理
の
工
程
を
含
め
る
と
、
大

量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
が
消
費
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
コ
ン
ビ
ニ
や
自
販
機
で
手
軽
に
買
っ
て
し
ま

う
缶
飲
料
の
消
費
は
、
日
本
で
年
間
約
３
６
０

億
缶
、
１
人
当
た
り
約
２
９
０
缶
で
す
。
私
た

ち
が
気
軽
に
飲
ん
で
い
る
１
本
の
ジ
ュ
ー
ス
が
、

実
は
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
消
費
し
、

地
球
環
境
に
負
荷
を
か
け
て
い
る
の
で
す
。 

ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
生
産
量 

　
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
の
飲
料
売
り
場
に
ず

ら
ー
っ
と
並
ぶ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。
小
さ
い
も
の

か
ら
大
き
な
も
の
ま
で
種
類
も
い
ろ
い
ろ
、
昨

今
の
普
及
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
す
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
軽
く
て
、
持
ち

運
び
や
す
く
、
割
れ
に
く
い
と
い
う
点
で
消
費

者
に
と
っ
て
は
優
れ
も
の
。
水
や
お
茶
、
コ
ー

ヒ
ー
、
炭
酸
飲
料
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
飲
み
物
が

入
れ
ら
れ
て
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
原
料
は
有
限
な
資
源
で
あ
る
石

油
で
す
。
使
い
捨
て
な
ど
と
ん
で
も
な
い
。
文

具
や
タ
マ
ゴ
の
パ
ッ
ク
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
に

再
生
さ
れ
た
と
し
て
も
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
費
し
て
い
ま
す
。 

容
器
の
値
段
ご
存
知
で
す
か 

　
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
日

ご
ろ
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
料
を
買
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
容
器
の
お
値
段
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
と
、
※
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
３０
〜
７０
円
、
ア
ル
ミ
缶
は
２０
〜
３０
円
、
ス

チ
ー
ル
缶
は
約
１５
円
、
牛
乳
パ
ッ
ク
も
約
１５
円

も
す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
と

一
緒
に
容
器
も
購
入
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し

て
使
い
終
わ
っ
た
ら
、
ご
み
も
し
く
は
リ
サ
イ

ク
ル
に
出
し
て
い
る
の
で
す
よ
。 

水
筒
を
持
っ
て
出
か
け
よ
う
！ 

　
つ
い
先
日
、
小
学
生
を
対
象
に
ご
み
の
学
習

を
行
い
ま
し
た
。
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
の
飲

料
は
、
資
源
の
無
駄
遣
い
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

量
消
費
に
つ
な
が
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
水
筒

を
使
お
う
ね
」
と
水
筒
を
見
せ
て
話
し
を
し
た

と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
小
学
生
は
「
僕
た
ち
は
、

水
筒
を
持
っ
て
き
て
る
よ
」
と
答
え
ま
し
た
。

私
も
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
水
筒
に
お
茶
を
入
れ

て
学
校
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
か
ら
か
、

忙
し
さ
に
か
ま
け
て
、
つ
い
つ
い
コ
ン
ビ
ニ
や

自
動
販
売
機
で
お
茶
や
水
を
買
う
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
年
配
の
人
か
ら
「
お
茶
や
水
を
買
う
な
ん
て

信
じ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
家
で
お
茶
を
沸
か
し
、
水
筒
に
入
れ
れ
ば

無
駄
な
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
は
な

い
の
で
す
。 

　
お
金
を
支
払
え
ば
、
簡
単
に
手
に
は
い
る
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
飲
料
で
す
が
、
環
境
の
こ
と

を
ち
ょ
っ
と
考
え
て
、
今
年
の
夏
は
「
水
筒
」

を
持
っ
て
出
か
け
ま
せ
ん
か
。 

「水筒」VS 
「缶・ペットボトル」 
 など 

▲
 

※出典：グリーンコンシューマーになる買い物ガイド（小学館） 
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み
んな
でつな

げるエコアクション
み

～～暑い夏…缶ジュースやペットボトル飲料にお世話になっていませんか～ 
 

～

　７月１７日、自然生態園で夜間観察会が開催されました。 

この日は、時折激しい雨の降るあいにくの天気でしたが、参

加した１５人の親子連れは、岩倉ナチュラリストクラブメン

バーに虫の探し方などを聞きながら、園内の木々を１本ずつ

見て回りました。コガネムシやカブトムシ、羽化したばかり

のせみなどを発見した子どもたちは、「虫の探し方がわかっ

たので、自分で採りに来たい」と話していました。 

　７月３１日、岩倉市山車夏まつりが開かれ、大上

市場、中本町、下本町３町の山車が、岩倉街道を巡

行して、くすのきの家駐車場に勢ぞろいしました。 

　この日は、巡行の途中から時折激しい雨の降るあ

いにくの天気で、大切な文化財である山車をぬらさ

ないよう、途中で雨よけのカバーをつけるなど、梶

方の皆さんは忙しく作業に追われていました。 

　くすのきの家駐車場では、セレモニーが始まるこ

ろから再び雨が降り出し、予定されていたからくり

の実演は中止となり、会場につめかけた大勢の皆さ

んは、残念そうに雨空を見つめていました。 

雨の中の勢ぞろい　  
～岩倉市山車夏まつり（宵まつり）～ 

 

こんなところで見つけた 
～自然生態園夜間観察会～ 

　７月２６日、岩倉総合高校校長の国分孝信さん（写

真左）と野球部の大野監督（写真右から３人目）、

石田主将（写真右から２人目）、小林投手（写真右）

らが市役所を訪れ、成績報告を行いました。 

　岩倉総合高校野球部は全国高等学校野球選手権大

会愛知県大会で、強豪を相手に接戦を制して勝ち上

がり、５回戦では、愛知県代表になった中京大中京

高校に１対１１で敗れてしまいましたが、ベスト１６

と大活躍しました。 

　５回戦で石田投手をリリーフして好投した小林投

手は、「中京大中京高校は強かったですか」という

質問に「自分の力を出し切り、試合を楽しむことが

できました」と笑顔でこたえていました。 

県大会ベスト１６の大健闘 
～岩倉総合高校野球部が成績報告～ 
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広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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用しています 白色度70％ 

★母親教室第２回　はつらつ元気くらぶ（老人憩の家） 
分別収集/東新町（岩倉団地）  
古紙と古着の日／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
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★基本健康診査　★住民検診　 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★２歳児歯科健康診査 

　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科） 

��

★８か月児育児教室　★４か月児健康診査 
分別収集/中本町･東町･中野町･鈴井町 
古紙と古着の日／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
 
★三種混合 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★二種混合　★三種混合 
★はつらつ元気くらぶ 
夕市／ＪＡ岩倉支店 

★基本健康診査　★住民検診 

朝市/岩倉団地  
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★基本健康診査　★住民検診 

　休日急病診療（大野泰正　大野レディスクリニック） 

★基本健康診査　★住民検診 

★基本健康診査　★住民検診　 
分別収集/下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

★基本健康診査　★住民検診　 

★基本健康診査　★住民検診 
分別収集/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 
古紙と古着の日／大地町・大地新町・中央町・川井町・北島町・野寄町　 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口/48,318人（＋20人） 
            男性/24,099人（＋16人） 
            女性/24,219人（＋4人） 
          世帯数/19,260世帯（＋20世帯） 
                （7月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

う　 ら　ぼん  え 

［盂蘭盆会　迎え火・送り火］ 
　お盆は、新暦７月に行うところもありますが、多くは８月１３

日から１６日に迎え火・送り火をして祖先の霊を１年ぶりにお迎

えしておまつりし、家族のきずなを振り返る日本の伝統行事です。 

　グロリオーサと蓮の出会い、そして夏の風情を１瓶にうつして

みました。 
岩倉市茶華道連盟 

 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 


